日本気象予報士会　長期予報利活用研究会
　日本気象予報士会長期予報利活用研究会（略称：長利研）は、日本気象予報士会の会員有志で構成する親睦団体の活動です。本会は2005年1月1日に設立され、2005年5月21日に有志親睦団体として日本気象予報士会の認定を受けました。本会の目的は、「気象庁が発表する長期予報（１、３か月及び暖・寒候期）の技術と活用方法を研究し、またその成果の発表を通じて、長期予報を利活用しようとする企業及び地方自治体等（以下企業等）に対して、気象予報士として適切かつ有効な知見（情報）を提供すること」です。本会の会員数は2006年4月15日現在で112名、職業もさまざまで居住地も全国各地にわたっています。

　本会最初の活動として、昨年夏から秋にかけて4回にわたる勉強会を東京で開催いたしました。日本気象予報士会副会長であり元・気象庁長期予報課予報官の酒井重典さんや、現役の気象庁予報官である渡辺典昭さんを講師としてお招きし、長期予報についての基礎講座（第1回～第3回）や最新の長期予報（第４回）などの講義を行いました。各々の勉強会への参加者は約30～60名、長期予報とは何ぞや？という基本的な事柄から、実際に気象事業者へ向けて提供される気象資料の読み方まで、長期予報に関する一通りの基礎知識を習得しました。

表 1　長期予報利活用研究会のこれまでの勉強会
	勉強会
	開催日時
	会場
	テーマ

	第1回
	2005年6月26日（日）

13:00-17:00
	東京上野

東京文化会館
	長期予報についての基礎講座（第1回）

	第2回
	2005年7月24日（日）

13:00-17:00
	東京上野

東京文化会館
	長期予報についての基礎講座（第２回）

	第3回
	2005年8月28日（日）

13:00-17:00
	東京上野

東京文化会館
	長期予報についての基礎講座（第３回）

	第4回
	2005年10月16日（日）

13:00-17:00
	東京虎ノ門

オカモトヤ
	勉強会
最新の長期予報


　今年からは、この会の本題である「利活用」の研究をスタート致しました。まず、2006年1月22日に、長期予報の利活用を研究する二つの専門部会（技術部会、市場開発部会）を立ち上げました。「技術部会」では、例えば気象庁発表の長期予報とその期間の気象現象との関係を比較検討し、長期予報の技術的レベルの限界やレベルアップの可能性について探りたいと考えています。「市場開発部会」では、長期予報を利用する企業等にアンケート調査を行い、長期予報利用の現状や実態、利用者のニーズや不満な点などを明らかにし、長期予報情報のあるべき姿を提示したいと考えています。
長利研では今後も基礎勉強会をはじめ、長期予報利活用に関する情報収集や予報利用企業に対するアプローチなど、積極的な活動を行っていく予定です。これらの活動に、日本気象予報士会会員の皆さんの積極的なご参加をお待ちしております。長期予報を利用した新しいビジネスモデルを研究したい方、長期予報を通じて気象予報士としての社会貢献をしたい方、ぜひ長利研の活動にご参加下さい。

　なお長利研に入会を希望される方は、お名前、ご住所、E-mailアドレス、電話番号を、長期予報利活用研究会事務局・川島博之さん（chakai_kaicho@yoho.jp）まで、電子メールでご連絡下さい。入会された方は長利研のメーリングリストに加入していただき、会員名簿にも記載させて頂きます。また、長利研の世話人も募集しております。長期予報の利活用に関心のある方の積極的なご参加をお待ちしております。 
PAGE  
1

